
株式会社アテクト

VISION 30S

全社方針   ：次のステージへ(次の5年をどう生きるか)

方向性     ：3事業それぞれがより盤石な利益体質に強靭化

何のために ：働く者の幸福を追求する



2030年経営目標

～基本経営方針～
◆衛生検査器材事業   売上３０億円（海外売上３億円）
◆半導体資材事業     売上１５億円
◆PIM事業   売上５億円
◆経営管理本部 経営体質強化の実現
◆業務ソリューション  自前化
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連結売上高 ： 50億円 

連結営業利益 ： 5億円

連結営業利益率 ： 10％

中期経営計画 VISION 30S



衛生検査器材事業 半導体資材事業 PIM事業

売上高     ：３０億円
営業利益  ：３億円

・ｼｬｰﾚ：売上10億円(海外売上1億円)
・培地：売上15億円(海外売上1億円)
・aS-Medium：売上3億円(海外売上1億
円)
・細胞培養培地：売上2億円

売上高     ：１５億円
営業利益  ：1.5億円

・高付加価値スペーサーテープ開発で世
界ｼｪｱ90％確保

売上高     ：５億円
営業利益  ：0.5億円

・自動車：売上1.5億円
・高機能：売上1.5億円
・3D造形：売上0.5億円
・ｾﾗﾐｯｸｽ：売上1.0億円
・宇宙深海：売上0.5億円

3事業それぞれがより盤石な利益体質に強靭化

３大事業の売上拡大と利益体質の向上

売上高50億円・営業利益5億円・営業利益率１０％を目指す！
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事業別売上高伸長率（5年後：2031年3月期）

PIM

174%

半導体資材

147%

衛生検査器材

153%

全社売上
155%以上

2025FY 2030FY

連結売上高  ： 50億円
営業利益    ： 5億円
営業利益率  ：   10％



中核事業の持続的成長（年率3％）
現有設備の保全管理強化による稼働率の向上
衛生製品販売の海外展開
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（簡易型培地）
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FPD以外の用途開発

３D造形
宇宙・深海での用途開発

新たな
成長エンジン

半導体

PIM

高機能部品営業活動の活発化
材料販売の海外展開

自動車用ターボ部品の工程品質、利益体質の
強化

よりコストパフォーマンスの高い製品開発による
国際競争力の強化

適応菌種数の増大によるシェアの拡大

VISION30Sに向けた
新たな成長戦略商品と新分野参入

VISION 30S  事業ポートフォリオ
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細胞培養培地衛生

その他新分野・新事業へ参入を検討

半導体

衛生
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本資料に関するお問い合わせ

株式会社アテクト 事業管理部 ＩＲ担当 
TEL：0748-20-3400
E-mail：ir@atect.co.jp

当資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略などに関する情報は、当資料の
作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で行った
判断に基づくものです。

しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような
結果の発生などにより、当資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社は、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めてま
いりますが、当資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれも
お控えになられるようお願いいたします。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、転送等をおこなわれないようにお願いいたします。

免責事項
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